
パパーートトナナーーシシッッププでで進進めめるるままちちづづくくりり  

  

■■  パパーートトナナーーシシッッププににつついいてて    

パートナーシップという言葉ですが「相互理解による良好な  

協力関係」というような意味です。  

では誰と誰がパートナーか、ということですが、基本的には 

行政と町民であり、そこに地域やまちづくりに関係する団体や 

企業などが参加した形です。  

今や、いろいろな価値観やライフスタイルを持つ人々が、自 

分の必要に見合った決め細やかな公共サービスを求める時代に 

なっています。 

 行政サービスの考え方は、住民に対する公平と公正が原則の上に成り立っていて、住民の

決め細やかなサービス対応には十分に答えられなくなり、制度としては少し古くなっている

ところもあります。 

これまで、第3セクターや民間委託などにより、民間資源を行政サービスの中に取り入れ

てきました。しかし、これは行政主導のサービス提供といえ、行政の指示という形でした。 

 

これからは、「住民と行政が共に考え、共に行動する」というパートナーシップをつくる必

要があります。 

つまり、縦の関係から横の関係を築いていく、そのために何が必要か、を住民の皆さんと

共に考えて仕組みづくりをしましょう、というのがこの「まちづくり町民会議」の目的です。 

 

ご存知のことと思いますが、近年の財政状況により行政サービスは縮小気味です。しかし、

財政難を理由とするサービスの見直しというマイナス方向の改革だけではなく、地域の活力

を増すプラス思考の改革が必要なことは言うまでもありません。 

 

これからの行政サービスの限界を踏まえて､多様な公共サービスの要求に対する質と量に、

住民の知恵と力を持ち寄り対応することが必要であると言えます。 

 

そのためにはサービスの視点をどう考え直すかが大切なこととなります。  

「どのようなサービスがどのくらい必要か、それを、誰がどういう方法で提供するか」につ

いての仕組みを検討し、行政がほぼ独占していた公共サービスの提供のあり方を見直し、よ

り地域課題の解決に実効性が高く、かつ住民から見て選択肢があるサービスを提供するため

に、住民と行政、そこに町内会組織、まちづくり団体、企業、経済団体、ＮＰＯなどの多様

な団体が知恵や資源を持ち寄ってまちづくりをしていかなければならないと考えています。 
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